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主たる研究テーマ 

Principal Research Subject 
自由党の衰退と労働党の勃興 

2018 年度は 1918 年総選挙における 2 人区における労働党と自由党の選挙基盤についての分析をさらに深

めるため、労働党の候補者が不戦敗に終わった選挙区や労働党の候補者が敗北した選挙区を取り上げ、20

世紀の初頭以来の選挙戦の戦況を詳細に分析し、エドワード時代の自由党と労働党の協力関係とこうした労

働党のパフォーマンスとの関係を掘り下げていった。その分析結果は、「 1918 年総選挙二人区における自

由党と労働党ー労働党が議席を獲得できなかった選挙区―」と題する論文にまとめ、2019 年 3 月に出版さ

れる『英米研究』に発表した。 この中で労働党が前進することのできた選挙区はやはりエドワード時代の

自由党と労働党の協力関係が強固だった選挙区であることが確認された一方、1918 年総選挙で、労働党や

自由党の候補が連立政権側から立候補した場合や、労働党の候補者が極めて反戦的な候補者であった場合な

どでは、エドワード時代の自由党と労働党の協力関係が密接で合った選挙区でも、労働党はその遺産をうま

く受け継ぐことができなかったことも判明した。こうした 2人区の分析結果は、圧倒的な比重を占めていた

1人区の選挙を分析する上で重要な手がかりとなるものと考えられる。 

 

 

 

 


